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例言

 1本書は、昭和61年度に山形県教育委員会が国庫補助を得て実施した、昭和61年度及び

 昭和62年度以降農林・土木事業他、各事業の立会い調査、埋蔵文化財包蔵地基礎調査に

 関する遺跡詳細分布調査報告書である。

 2調査は、山形県教育庁文化課の佐々木洋治(埋蔵文化財主査)・佐藤庄一(埋蔵文化

 財係長)・野尻侃(主任技師)・佐藤正俊(主任技師)・名和達朗(技師)・

 渋谷孝雄(技師)・阿部明彦(技師)・長橋至(技師)・安部実(技師)・

 太田優(嘱託)・黒坂雅人(嘱託)・伊藤邦弘(嘱託)の12名が担当した。

 3本報告書の執筆は、佐藤庄一・野尻侃・名和達朗』渋谷孝雄・阿部明彦・長橋至

 ・安部実・太田優・黒坂雅人がそれぞれ分担し、また、挿図・図版作成等について

 は、徳永裕子・鈴木貴史・前田和子・吉田直子・升谷繁子がこれを補助した。

 4本書の編集は、名和達朗・長橋至が担当し、全体については佐々木洋治が総括した。

 5調査の対象となった遺跡及び事業名は、第1章でその事業名・内容を記載し、個々に

 ついては第II章に記載した。

 6挿図の縮尺についてはスケールで示し、遺跡位置図や遺跡地図については縮尺を明記

 した。また、方位は磁北に合わせた。遺跡地図の番号は、事業毎に遺跡地名表の番号に

 一致する。挿図・図版中の遺物は、%・%を原則とした。挿図及び文中の記号は、●・

 TP:坪掘1)地点、◎:遺構検出・遺物出土地点、T:試掘トレンチ、RP:土器、S

 Aこ塀跡、EA:棚木、SB:掘立柱建物跡、EB:掘立柱、SD:溝跡、SE:井戸

 跡、SK:土坑、EP:ピット、SX:性格不明遺構で表記した。なお、遺跡概要図は、

 遺跡範囲を破線で表示した。

 7調査にあたっては、各関係機関、各市町村教育委員会、地元関係者の御協力を得た。

 記して感謝申し上る。



序

 本報告書は、山形県教育委員会が昭和61年度に実施した、遺跡詳細分布調査の

 結果をまとめたものです。

 近年の開発事業の進展に伴い、地下に埋もれた埋蔵文化財との関わりも増加す

 る傾向にあります。県経済と県民福祉の向上を目的とする諸開発事業と、県民ひ

 いては国民の文化遺産である埋蔵文化財との間には、今なお数多くの問題が介在

 しており、状況に応じた適切な対処が望まれているところです。

 山形県教育委員会では、「心広くたくましい県民の育成」と地域文化の環境づ

 くりという立場から、これらの間の調整をはかり、今後も埋蔵文化財の保護と活

 用のため努力を続けていく所存です。

 終わりに、本調査に御協力いただきました関係各位、地元の方々に感謝申し上

 げるとともに、本書が埋蔵文化財に対するおおかたの理解の一助となれば幸いで

 す。

 昭和62年3月

山形県教育委員会

教育長小野孝
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 Ⅰ調査の方法と経緯

 1調査の方法

 本調査は、昭和62年度以降に実施予定の大規模な各種開発計画等に先行して、埋蔵文化

 財包蔵地(遺跡)の詳細な分布調査を実施し、各関開発機関との十分な調整を行ないつつ

 遺跡の保存を図ることを目的とするものである。その調査結果は、開発事業の計画策定に

 おける事前協議の基礎資料となる。

 調査は、遺跡の位置・内容・規模等を明確にするため、次の3段階に分けて行なった。

 (1)A調査(現地確認調査)

 開発事業計画並びに実施区域、及びそれらに隣接する遺跡について表面踏査を行ない、

 遺跡の位置・所在地等と事業範囲との関わ})を確認するものである。

 (2)B調査(試掘調査)

 基本的にはA調査の結果に基づき、遺跡について坪掘世)やトレンチ掘})を実施し、その

 範囲・性格等を明らかにして詳細な資料を得るものである。その記録は、各種開発事業側
 との協議や調整を行なう際の重要な資料となり、また、緊急発掘調査を実施する場合の経

 費の積算や調査計画の基礎資料となるものである。

 (3)C調査(小規模な発掘調査)

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や、開発事業にかかる範囲が小さ

 かったセ)、接する状態の場合等について、必要に応じ実施するものである。調査の方法は、
 一部重機等を用いたりしながら発掘調査の方法に準ずる。

 2調査に至るまで

 遺跡詳細分布調査を計画するに際し、県教育委員会では昭和62年度以降の農林・土木事

 業他の各種事業計画について、関係機関への照会を行なった。その回答により、昭和61年
 9月9日～11日、『山形県遺跡地図』(昭和53年3月発行・山形県教育委員全編)等を参
 照しながら、開発事業計画についての聴取を実施した。次ぎにその結果に基づき、昭和62
 年度の事業実施予定地域を中心に、昭和61年9月から12月まで遺跡詳細分布調査を実施し
 た。また、過年度に分布調査を終了したもので、C調査や施工時に立会調査を行なうこと
 としたもの、あるいは今年度緊急に立会調査を実施したものについては、II章及び表一1

 ・2に記載した。なお、前年度に引き続き、埋蔵文化財包蔵地基礎調査を行ない、今年度

 は長井地区について実施した。
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 3調査の経過

 調査は県教育委員会が主体となり、関係市町村教育委員会・各開発機関等の協力を得て、

 分布調査依頼事業等も含め、昭和61年4月から昭和61年12月まで実施した(表一1・2)。

 (1)昭和62年度以降農林・土木事業他関係分布調査

 調査期間昭和61年4月9日～昭和61年12月15日

 協力機関関係市町村教育委員会・関係各開発機関

 内容43遺跡についてA調査、41遺跡についてB調査、3遺跡についてC調

 査をそれぞれ実施した。うち17遺跡が、今年度新規確認である。

 (2)立会い調査

 調査期間昭和61年4月2日～昭和61年10月8日

 協力機関関係市町村教育委員会・関係各開発機関

 内容諸開発事業で、遺跡の現状変更が軽微な場合に行なう確認調査で、調

 査の結果によって、立会い調査後工事に入る場合と、工事を中止してC

 調査もしくは緊急発掘調査を実施する場合とに分けられる。

 今年度は、6事業8遺跡について実施した。

 (3)埋蔵文化財包蔵地基礎調査

 調査期間昭和61年11月11・12日

協力機関長井市教育委員会

 内容昭和53年度に山形県教育委員会では、県内市町村全域にわたって埋蔵

 文化財包蔵地(遺跡)の登録、並びに周知の目的で『山形県遺跡地図』

 を発行した。以来、年月の経過に伴って諸開発事業等による遺跡所在地

 周辺の環境の変化、あるいは新規に発見された遺跡数の増加等により、

 その内容について新規遺跡の登載や内容の追加等が、関係各方面から望

 まれてきている。

 以上のことから、山形県教育委員会では昭和59年度から新たに「埋蔵

 文化財包蔵地基礎調査」として、各市町教育委員会の協力を得ながら遺

 跡詳細分布調査を実施しているものである。

 今年度は、下記地区について実施した。

 ○長井地区

関係市町村長井市

 調査は、5遺跡についてA調査を実施した。うち3遺跡が、今年度

 新規確認である。
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 3C調査実施遺跡

 (1)公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区関係遺跡
ふきた

 a富貴田遺跡(新規昭和60年)

 所在地山形県南陽市大字宮内字富貴田二・富貴田三・大垣一・大壇二・大垣三

調査員名和達朗

 調査期日C調査昭和61年5月12日～30日(延べ12日)

 遺跡の概要本遺跡は、国鉄長井線宮内駅西方約400mの水田にあり、国道113号線北側主

 要地方道山形・南陽線沿いの住宅地西側に広がる沖積平野に立地する。標高は、約234m

 を測る。遺跡は、昭和60年度に南陽市教育委員会が実施した分布調査により確認されたも

 ので、新規である。







 ここに昭和61年度公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区が実施されることになり

 その前年度に県教育委員会が、事業区域内について試掘調査を行なった結果、東西約300

 m・南北約600mの約9,200m2の面積が遺跡として考えられた。但し、遺物のまとまりは、

 事業区南側に限定して確認された。その調査結果に基づいて、関係機関との協議を行ない

 今回のC調査を実施するはこびとなったものである。

 調査は、線路南北側は坪掘り、遺物のまとまって出土した事業区南側は、3×3mを単

 位とするグリッドに合わせ、重機によるトレンチ調査を行ない、昨年度の試掘地区付近で

 ある10～14-21～25Gの範囲について拡張を行ない精査区とした。坪掘り区は、TP1か

 ら木片・クルミ、TP7・14から土器片が少量出土したのみで、遺物のまとまりを呈する

 地区は、確認できなかった。





 遺構は、IX層上面においてピット5基・土坑2基・溝状遺構1基・柱根?2本が検出さ

 れた(第16・17図表一3図版11・12)。精査区では、不整形な土色変化が確認されたが

 SD6も含め、地山面の凹凸に起因することが推定される。EP10・11は、掘り方等は未

 確認である。覆土では、SK7・9から土器小片が出土した。

 遺物は、整理箱で約7箱である。土師器・須恵器・磁器・木製品・種子に分けられる。

 (第18図表一4図版13・14)出土数では土師器杯が多く、RP1を除き大半が12・13

 -21Gに集中している。杯では、底面に墨書(判読不明)をもつもの(図版14)もみとめ

 られる。時期は、土師器(第15図4・5)・須恵器(同1～3)の特徴から奈良時代(国
 分寺下層式併行)・平安時代と考えられる.













 (2)広域営農団地農道整備事業一北村山地区一関係遺跡
あくど

 a安久戸D遺跡(遺跡番号2336)

所在地山形県尾花沢市大字丹生字源田山森岡山

調査員佐藤庄一黒坂雅人

 調査期日C調査昭和61年5月12日～23日(昭和59年度B調査実施)

 遺跡の概要本遺跡は、尾花沢市街地の北方約4kmに位置し、丹生川右岸の東西に延びる

 丘陵の南西斜面に立地する。標高は124～127m、地目は畑地及び桑園である。

 本遺跡は、山形県教育委員会が広域営農団地農道整備事業・北村山地区に係る遺跡とし

 て、昭和59年度に遺跡詳細分布調査Bを実施し、遺跡のほぼ中央部分から遺物の出土が認

 められた。この資料をもとに、事業主体の村山平野土地改良事務所と協議の結果、昭和61

 年度に、施工に先立ち遺跡詳細分布調査Cを実施することになった。

 調査は5月12日から23日まで、延べ10日間実施した。事業地区内東西30m、南北190m

 の範囲内に、東西20m×南北2m(A区・C区)、東西12m×南北10m(B区)、東西10m

 ×南北2m(D区・E区)の各調査区を第19図のように設定し、更に4か所で1m×2m

 の試掘を行なった。盛土及び旧表土は重機で剥ぎとりII層以下は手掘りで調査を進め、調

 査面積は最終的に271㎡となった。



 基本層序遺跡の基本的な層序は、下記に示す

 とおりである。

 Ia層:暗褐色シルト(現在の表土であり開畑

 時の盛土である。黄褐色粘土を醜状に混入する。

 現道北側には70～100cmの厚さで存在するが南側

 には見られない)

 Ib層:暗褐色シルト(旧表土である)

 IIa層:黒褐色粘土質シルト(現道北側、C区

 及びE区に不安定に存在する。パミスを含み粘質

 である)

 Ⅱb層:黒色シルト(いわゆるクロボク土であ

 り、パミスを含む。縄文時代の遺物包含層である)

 Ⅲ層:暗黄褐色細砂質シルト(パミスを多量に

 含み、しまりなくもろい。IV層との漸移層)

 W層:黄褐色粘土(硬くしまっている)

 検出遺構Ⅲ層上面で面精査を実施した結果、

 検出された遺構は下記のとおりである。

 ST4竪穴住居跡(第22図)B区東南端で確認

 された。グリッド壁際のため全体の規模は不明で

 あるが、確認部分の床面積は8.5㎡、最底3回の

 建て替え、あるいは重複がみられ、順次南の方が

 新しい。平面プランは不整形であり南端部分は削

 平されている。壁面の立ち上がりは急であるが、

 床面までの深さは5cm前後と浅い。床面から16基

 のピットが確認された。覆土及ぴ床面から時期の

 把握できる遺物は検出されなかった。

 SK3土壙(第21図)B区東側で検出された。東西・南北とも1.6mの隅丸方形の平面

 プランを持ち、確認面からの深さ70cmをはかる。覆土6層より縄文時代晩期のものとみら

 れる土器片(第23図30)、石匙(第24図1)が出土している。

 SX1性格不明遺構A区西端で確認された。東西3.2m、南北2.1mの長方形プランと

 して確認されたが、東壁を除いて壁の立ち上がりが不明瞭である。覆土内より撚糸文を施

 文した土器片(第23図1)及びフレー久硅化木などが出土している。



 その他、B区北側よりSK2、E区西端より風倒木によると思われるロームマウンドが

 検出された。

 出土遺物遺物はA区SX1、B区南半IIb層及びSK2～3、ST4より出土し、その

 他の精査区からは出土しなかった。

 縄文土器(第23図・図版15)土器片は整理箱にして約1箱分出土した。ほとんどがB

 区IIb層中よりの出土である。いずれも小破片であり、復元・実測可能なものはなかった。

 a類:(1・2)縄文時代早期の土器を一括した。1はSX1覆土内より出土した。

 1段R?原体を用いた撚糸文を縦位に施文する。器厚5mm、焼成は良好である。2は表面

 にLR単節の原体を横位に回転施文し、裏面に条痕を有する。器厚7mm、焼成は良好であ

 る。B区Ⅱb層出土。

 b類:(3～26)胎土に植物繊維を含む土器片を一括した。施文原体はいずれもRL

 単節であるが、0段多条(3～15)、一本

 の原体を縦位・横位に回転して羽状縄文と

 したもの(14・15)などのバリエーション

 がある。16～26は胎土、施文原体などから

 同一個体と考えられるが、口縁部は小波状

 を呈し、底部は丸底になると推測される。

 器厚は6～7mm前後であり、器面調整はあ

 まり良くないものが多い。焼成は16～26を

 除いては比較的良好である。いずれも縄文

 時代早期末から前期初頭のものと思われる。

 c類(27～30)その他の時期の土器片を

 一括した。隆線と磨消により文様を構成す

 るもの(27・28)、単節斜縄文の地文に竹

 管による沈線を描出するもの(29)、直前

 段多条RLの地文の底部を磨消したもの

 (30)がある。27・28は大木10式、29は後

 期、30は晩期の土器片である。

 石器(第24図・図版16)B区IIb層より

 石鏃未成品(2)、箆状石器未成品(4)、

 SK3より石匙(1)の3点が出土し、他

 に表採資料の無茎石鏃(3)がある。













 (3)県営灌漑排水事業・月光川地区関係遺跡
おおだて

 a大楯遺跡(遺跡番号2177)
あくみゆざこはらだたてつかおおつき

 所在地山形県飽海郡遊佐町大字小原田字楯の内・塚・大槻他

調査員野尻侃伊藤邦弘

 調査期間　ｃ調査昭和61年10月27日～11月21日

 遺跡の概要本遺跡は、国鉄羽越本線遊佐駅の東南東約1.5㎞に位置し、月光川左岸の氾

 濫源とそれから3m前後の比高差をもつ段丘上に立地し、標高は12～20mをはかる。

 本遺跡については過去に数度の分布調査が実施されている。昭和60年度の遺跡詳細分布

 調査では、それまで東西850m、南北700mの範囲で区画された地域が遺跡台帳記載となって

 いたが、範囲内には4ヵ所に遺構・遺物の集中区域が確認されたが、区画を示す遺構が検出

 されなかったことから総合して大楯遺跡とし、4ヵ所の区域はその所在する地区名で呼称

 することとした(註)。以上の結果から県庄内支庁経済部最上川右岸土地改良事務所では、

 62年度実施予定の県営ほ場整備事業(月光川地区)に伴う大楯遺跡堂田地区の分布調査を

 県教育委員会へ依頼した。また事業実施の前年度には、県営濯概排水事業も実施する計画

 であった。このことを受けた県教育委員会では、従来の分布調査で堂田地区を更に綿密に

 遺跡の内容を調査することと、濯概排水事業が実施される幅6m、長さ230mをC調査対象





 として実施することで合意した。調査は昭和62年度事業実施区域を対象に1m四方のテス

 トピット(TP試掘穴)を任意に設置し、遺跡内容を調査した。濯概排水事業については、

 63年度ほ場整備予定地区まで設置する計画であるため、調査は排水計画幅を重機で表土を

 除去し、遺構・遺物の検出作業を行なった。また、試掘したTPにより本遺跡の基本層序

 を確認し、地表下18～35cmに茶褐粘質土の遺物包含層の存在や、同35cm下には遺構の掘り

 込みが始まる灰褐色砂質土層が認められた。遺物包含層からの出土遺物は、須恵器・中世

 陶器(珠洲焼系)・青磁・中世陶磁器・砥石・木片等である。重機で粗掘したトレンチは、

 面整理後遺構・遺物の精査、出土遺物の地点を記録した。

 検出遺構トレンチ調査では、計画排水路の東方に進むにつれ検出遺構が多くなり、3

 地区に分け各地区を拡張精査した。A区と呼称した地区は(第26図、図版19)、東西17m、

 南北11mの範囲内に水路跡と考えられる溝状遺構と、方形に区画されると考えられる幅30





 れた柱根列は、A区の北側計画排水路設置掘削線にやや平行して検出、東西13.7mの部分

 で南方へ直角に曲がる。コーナーでは、挙大の自然石や人頭大の自然石を集合させてはい

 たが、中央部には礎石となる石がないことや布掘りの覆土上面に重なっていることで、本

 柱列との相乗関係はないものと考えられる。しかし、コーナーに意図的に積み重ねられて

 いることは、柱根列と何らかのつながりがあるものと思われる。またこの布掘りの外側に

 は、S字状の溝状遺構が1～1.5m程離れて検出された。幅35～70cm、深さ15～25cmを測

 る。曲がる部分には幅15cm、厚さ1.5cm、長さ50～150cmの板材を壁面に設置し、外側は径

 3～5cmの丸杭を打ちこみ板材を留めている。断面形は船底状となり、覆土中より中世陶

 器摺鉢、甕、かわらけ、青磁等の陶磁器片などや、箸状木製品・漆器片が検出された。流

 水を思わせる溝状遺構である。A区北東隅には、径38cm、高さ25cmの曲物(SX9)が置

 かれ、溝状遺構の先端部に設置された溜り場と考えられる。布掘り部分にかこまれた内部

 には、柱根や柱穴が検出されているが建物跡としてのまとまりは確認出来なかった。狭い

 範囲のため組み合わせることが出来なかった。しかし、囲まれる範囲のなかには建物跡の

 存在を十分にうかがうことが出来る。

 B区(第27図)はA区の西側、農道を挾んだ長さ17.3m、幅4.5m約85㎡の範囲である。

 ここではA区で確認された布掘り跡がB区まで続き、A区で検出された布掘り内の柱根と



 同様に明瞭に約16m30cmの長さで検出された。A区では検出された柱根は、1本となって

 いる部分や、2本が対となる部分があり、統一された様相はみられなかったが、B区では、

 一辺12～18cm角の柱が6～12cm離れ、2本が一組となって14対が立ち並んでいる。そのう

 ちEA98・99とした柱に接して、幅19cm、厚さ6cmの板材が二枚直線状に並んでいる。お

 そらく外壁板材にしたものと考えられる。対になる柱根の間隔は、30～50cmの間をおき、

 一定した間隔ではなかった。またこれら柱根や板材は、検出面以上が炭状となっており、

 地中に埋っている上部も表面は炭化していた。おそらく火災を受けたものと考えられる。

 この布掘りの北側でも、A区と同様溝状遺構が検出されているが、A区側の溝状遺構はS

 字状に屈曲し、西側の溝は直線状になっている。また屈曲する部分には板材がおさえられ

 ている。B区では柱根等の柱穴は検出されなかった。出土遺物は、A区と同様中世陶器・

 陶磁器片が出土した。

 C区は(第27・28図)、A区の計画排水路が直角に曲がる北側の部分である。ここでは、

 土拡、溝状遺構、多数の柱穴が検出され、柱穴の中には柱根が残存するものもある。土拡

 は、東西430cm以上、南北470cmの方形を呈する形状を示し、壁面はゆるやかに立ち上がる。
コバ

 深さは35～40cm、覆土は有機物が充満し、中からは箸状木製品、木端片、木材片が多量に

 出土している。溝状遺構は一辺11m、幅50～60cm、深さ30～50cmにしの字状にめぐり、西

 側には建物跡を考えさせる柱穴が存在している。またそれと重複して礎石をもつ柱跡が検

 出している。







 出土遺物今回の調査で検出された遺

 物は、整理箱にして17箱を数える。また

 整理箱に収納されない遺物は、柱根31本、

 曲物5である。その他の遺物としては、

 古銭、釘、鉄製飾り金具片である。土器

 片の種別では須恵器、中世陶器、かわら

 けである。第29図には、調査で出土した

 遺物のなかで測図復元できる土器や、そ

 の他の遺物を図化したものであり、本遺

 跡の性格や時期を示す一部の遺物を提載

 した。1・2は須恵器である。1は杯形

 土器で法量の小さい小形の土器である。

 器面には明瞭にロクロ痕が残る。2は同

 横瓶の閉塞部分である。3～8は、いわ

 ゆる土師質土器である。径8.5～10cmの

 口径をもつ6・4は灯心油痕が付着して

 いることから、灯明皿の心押えに使用さ

 れたものと考えられる。他の3・5・8

 は、かわらけと呼ばれる皿形土器である。

 9～12は中世陶器である。9は瓷器系の

 四耳壺片である。11は越前焼の摺鉢であ

 る。8条単位に卸し目を底部から押し引

 いている。12は美濃瀬戸系の卸し皿であ

 る。器高3cm、口径16.5cmで、内面底部

 に一辺5m/mの方形の卸し目を施している。

 13は鉄製の釘である。一辺6m/mの方形を

 したいわゆる船釘である。14～19は古銭

 で、明銭が多い。その他で図化出来なか

 ったものは図版24(20～27)に示した。

 20は、内面に陰刻された線彫1)の栄代耀

 州窯と考えられる雲形青磁である。21～

 23・26・27は砥石片、24はすずり、25は鉄鐸片である。鍛冶場跡の存在がうかがわれる。







 まとめ本遺跡は昭和48年に実施された庄内広域営農団地農道整備事業に係る分布調査で

 東西約850m、南北700mの広範囲にわたる遺跡として明らかにされ、地区名が大楯とある

 ことから館衙跡として性格付けられたものである。しかし昭和59・60年の2ヵ年の分布調

 査では、土塁や堀といった館に関係する遺構は発見されなかった。今回の調査は昭和62年

 度に計画されている圃場整備事業と、それに先行計画の排水路設置区域の分布B及びC調

 査である。調査の結果40m以上東西に立ち並ぶ柵木列と、これに平行した溝状遺構が検出

 されたことにより、館跡的な性格をもつ遺跡として位置付けられる。またこの柵木列以外

 にも数多くの柱穴、柱根、土拡等も検出されていることは、館跡をとりかこむように集落

 が存在していたと考えられる。出土遺物では、平安時代から鎌倉時代にかけての土器片が

 出土し、中でも中世陶器のなかには珠洲焼系、越前焼系、資器系、美濃瀬戸系、中国産青

 磁、国内産陶磁器が出土したことは、本遺跡の館主が他地域と活発な文化・産業の交流が
ふでのあまり

 あったことを考えさせられる。本遺跡は安部親任の「筆濃蝕理」に記述された遊佐殿の居
やすひら

 館也としたことや、文治5年(1189)の頼朝の泰衡征伐で投降し本領を安堵された川北冠
ただひら

 者忠衡が居館した地域とも推定され、遊佐荘の存在も問題を提示している。いずれにしろ

 本遺跡の時期は、中世鎌倉時代12～13世紀代に位置付けされる。



 4立会い調査実施遺跡

 (1)県営圃場整備事業・三郷堰地区関係遺跡
にしぬまた

 a西沼田遺跡(遺跡番号344)

所在地山形県天童市大字矢野目字西沼田

 調査員佐藤庄一・名和達朗・太田優・黒坂雅人

 調査期日昭和61年4月2日～昭和61年4月12日

 遺跡の概要本遺跡は、矢野目地区から蔵増地区へいたる県道の西側水田地帯に位置し、

 倉津川左岸に広がる沖積地に立地する。標高は約90mを測る。

 本遺跡は、県営圃場整備事業・三郷堰地区に伴い、A調査を昭和59年9月18日、B調査

 を昭和59年10月1日・2日に実施した。A・B調査内容に基づき関係機関との事前協議の

 結果、昭和60年4月16日～同年10月19日まで(延118日間)緊急発掘調査を実施し、古墳

 時代の柱打ち込み式の建物跡群や、木製遺物を含む内容豊富な遺物群等を検出した。

 今回の調査は、遺跡範囲内に昭和61年度排水路敷設事業が施工されることになり、関係

 機関と協議の結果、立会い調査を実施することになった。

 立会い調査を実施したところ、事業区域内より、土玉・土師器・木製品等が出土した。

 このため調査は、事業に先行しながら順次、面整理、精査、記録をおこなった。

 調査の結果、遺物が多数出土したが、明確な遺構は未検出である。









 (2)公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区関係遺跡
ひがしろっかく

 a東六角遺跡(新規昭和60年)

 所在地山形県南陽市大字三間通字東六角・六角西・西蕨田

 大字郡山字北的・一早・的場・舟橋

 調査員佐々木洋治名和達朗

 調査期日立会い調査昭和61年6月16日・23日

 遺跡の概要遺跡は、国鉄奥羽本線赤湯駅東方約500mの沖積地に立地する。標高は、約

 218mを測る。範囲は、東西約120m・南北約330m、面積約23,000㎡が考えられる。

 ここに、昭和61年度公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区が実施されることにな

 り、昨年度の県教委の試掘調査を経て、今年度立会い調査を行なったものである。

 調査は、重機によるトレンチを4本入れ、T3・T4Ⅲ層上面からピット・土壙・性格

 不明遺構等が検出された。遺物は、両者から土師器小片が出土しているが、いずれも少数

 である。時期は、平安時代頃と推定される。







かんのんどう

 b観音堂遺跡(新規昭和60年)

 所在地山形県南陽市大字蒲生田字観音堂・番匠面・上番匠面

 字寺ノ浦・関口前・高畑

調査員名和達朗

 調査期日立会い調査昭和61年6月18日

 遺跡の概要本遺跡は、蒲生田地区東側の吉野川右岸自然堤防上に立地する。標高は、約

 228mを測り、国鉄長井線と県道赤湯・宮内線の東西に広がる範囲で、面積は東西約150m

 ・南北約700m、約6,350m2が推定される。地目は、水田・畑地である。遺跡の確認は南陽

 市教育委員会の分布調査によるもので、新規である。

 ここに、昭和61年度公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区が実施されることにな

 り県教委では、その前年度に事業区域内について試掘調査を行なった。その内容に基づき

 関係機関との協議の結果、施工前に立会い調査を実施することになったものである。

 調査は、重機によるトレンチを8本入れて遺構・遺物の確認を進め、T1～3からピッ・

 ト・土坑・溝跡(柱根?)、T1～4・611・Ⅲ層から遺物が出土した。時期は、平安時

 代と推定される。記録については、確認付近が盛土工事となるため検出プラン段階での写

 '真撮影を行なった。







 (き)国道建設工事関係遺跡
ふきた

 a富貴田遺跡(新規昭和60年)

所在地山形県南陽市池黒字扇田

調査員佐藤庄一

 調査期日立会い調査昭和61年8月21日

 遺跡の概要本遺跡は、国鉄長井線宮内駅の南西約1.5㎞に位置し、標高約234mを測る。

 立地的には沖積平野の微高地にあたり、地目は、水田・道路等になっている。

 遺跡の北東部については県営公害防除特別土地改良事業(吉野川流域)に関連して、昭

 和61年5月に分布C調査を実施しているが、その南側から国道113号線宮内歩道設置工事

 に関連して遺物が出土したため、建設省山形工事事務所と協議のうえ、立会い調査を実施

 することになったものである。

 調査は、事業対象地区に4ヶ所のトレンチを設定し、II層までをバックホーで除去した

 のち面精査を行った。このうちB・Cトレンチから2条の溝状遺構と柱穴4個を検出した。

 遺構内から直接遺物は出ていないが、A・Bトレンチから平安時代10世紀前後の所産と考

 えられる須恵器と赤焼土器片が出土している。いずれも磨滅が著しく、北方からの流れ込

 みにもるものと考えられる。





ひがしたかせき

 b東高堰遺跡(新規昭和61年)

 所在地山形県南陽市漆山字東高堰二一1161-1他

調査員渋谷孝雄

 調査期日立会い調査昭和61年10月8日

 遺跡の概要本遺跡は国鉄長井線西宮内駅の南方約150mに位置し、沖積平野の微高地に

 立地する。標高は234mを測り、現在の地目は宅地・畑地、道路、荒蕪地等である。

 本遺跡は昭和61年9月に付近を踏査していた南陽市教育委員会の職員によって発見され

 た新規発見の遺跡で、市教委では9月26日に試掘調査を行い同29日付で県教委に遺跡発見

 通知の進達がなされた。県教委では遺跡の一部が国道113号線宮内歩道設置工事予定地内

 に入ることを確認したうえで、建設省山形工事事務所米沢国道維持出張所と遺跡の保護に

 ついて協議を行なった。

 今回の調査はこの協議にもとづく立会い調査であり、事業区内に幅3.2m、長さ11.4m

 のトレンチを設定し、II層までバックホーで除去した後、手掘りで遺物包含層を掘り下げ

 た。その後、VI層上面で面精査を行なったが遺構は検出できなかった。遺物は整理箱に約

 1箱分出土した。弥生時代中期堂森式の土器片と剥片がそれぞれ数片の他は、平安時代10

 世紀前後の所産と考えられる土師器、須恵器、赤焼土器である。いずれも磨滅が著しい。





 (4)一般県道米沢県南公園自転車道線関係遺跡
やまかみ

 a山の神1号墳(新規昭和61年)

 所在地山形県東置賜郡高畠町大字安久津字山の神

 調査員佐々木洋治渋谷孝雄

 調査期日A調査昭和61年8月27日立会い調査昭和61年9月12日

 遺跡の概要本古墳は昭和61年8月に高畠町教育委員会によって発見された新規登録の古

 墳である。本古墳の推定墳丘上から南西に約8m離れてもう一基の古墳一山の神2号墳一

 も同時に発見された。たまたま、この古墳が一般県道米沢県南公園自転車道の路線内に入

 る可能性が生じたため、連絡を受けた県教育委員会では、事業主体の県土木部米沢建設事

 務所と協議のうえ、同月27日に両者で現地確認を行なった。

 その結果、1号墳はすでに内部主体の横穴式石室を構成する石材はすべて持ち去られて

 はいたが、山寄せ法で構築された古墳であることが確認され、このうちの東半部(第41図

 赤破線の東)が自転車道にかかることが明らかとなった。県教委では内部主体がほぼ完全

 に破壊されていること等から、立会い調査で対処するのが妥当と判断し、米沢建設事務所

 に対し、2号墳まで含めた現状測量図の作成と立会い調査の際の重機と作業員の提供を依

 頼した。立会い調査は立木の伐採、測量図の完成した9月12日に実施した。

 古墳の位置と環境本古墳は県指定建造物である安久津八幡神社から東北東約500mに位

 置し蛭沢川の右岸の山裾に立地する(第40図)。屋代川の北山麓には古墳時代後期～終末

 期にかけての多くの古墳の存在が知られ、現存する35基が安久津古墳群として昭和59年7

 月に県の史跡に指定された。安久津古墳群は従来からの北目、羽山、源福寺、加茂山、安

 久津、味噌根、鳥居町の7つの支群を総称したもので、本古墳群もそのひとつの支群とみ

 ることができる。これらの古墳群の多くは山麓に分布する山寄せの古墳であり、最も西に

 位置する北目1号墳と本古墳群を除いて最も東に位置する鳥居町9号墳は昭和59年度に県

 教委による発掘調査が行なわれ、その成果が公表されている(佐々木・佐藤1985)。

 墳丘と現状東面する山裾に山寄せによって墳丘を築いた直径約7mの円墳である。農道

 の開削によって墳丘裾の北東部の一部が切られている。現存する墳丘の高さは谷側から約

 1.6m、山側から0.6mを測る(第41図)。墳頂部には横穴式石室を構成する凝灰岩を採取す

 るために掘られたとみられる南北2.8m、東西2.4m、深さ1.0mの窪地があり、天井、奥壁、

 側壁を構成する石はすべて持ち去られており、一部裏込めに使われた角礫が露出していた。

 今回の調査対象地区は自転車道にかかる第41図赤破線以東である。

 石室前述したとおり玄室を構成する石はすべて持ち去られていたが、墳丘の表土除

 去を行なっているうちに羨道部の両側壁を構成する2枚の切石が検出された。両壁とも長
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 さ1m、幅0.5m、高さ0.9m前後の一枚石であり、羨道幅は約0.7mとなる。また、この

 石の走向から推定される石室の主軸方向は北から西に18°の振れとなっている。

 出土した遺物本古墳から整理箱にして3箱相当分の土師器・須恵器が出土した。その大

 半は羨道に向って左側の墳丘裾部からまとまって出土した(図版34)。接合作業の結果、

 土師器・須恵器合わせて41個体が復元できた。以下、その概要を記す。

 (土師器)復元できたのは24個体である。すべて供膳形態の土器で甕は破片を含めても1

 点もない。器種は、坏、腕、高坏がある。これらの製作にあたってロクロは使われていない。

 坏は内外面とも黒色処理の施されたa類と内面にだけ黒色処理のあるb類に分けられ、

 法量・器形等によって各々二分できる。

 a1類:口径12～13cm、器高3.5cm前後とやや小形で平底となる。ゆるやかな立上りとな

 るが口縁部で屈曲し口唇部は直立する。1には器面全体にヘラミガキが施され、

 2の外面はヘラケズリの後ラフなヘラミガキが、そして、口唇部にはヨコナデが

 施されている(第42図1・2)。

 a2類:口径13.2～14ｃｍ、器高3.5～4cmでa1類より大形となる。3は平底であるが他は

 丸底ふうの平底となる。3が体部中央でやや強く内湾するが他はゆるく内湾しな

 がら立上っている。3の外面にはヘラケズリの後、部分的にヘラミガキが施され、

 4～6には器面全体に丁寧なヘラミガキが施されている(第42図3～6)。

 b1類:口径14.5～16.2cm、器高は3.5～4.5cm、底部は丸底となる。体部と底部は全面に

 ヘラケズリ調整が施され、口縁部はヨコナデとなる(第42図7～14)

 b2類:口径14.6～16.2cm、器高は3.9～4.5cmと法量的にはIIa類と大差ないが、体部外

 面下半に一本の沈線による段を有するのが特徴である。段の上位にはヨコナデに

 よる整形が認められるだけでb1類にみられるヘラケズリはない。また、段の下位

 にも部分的なケズリ調整が施されているが顕著ではない(第42図15～19)。

 ?は3点出土した。口径が17.8～18.1cm、器高は7.3～8.Ocmと法量の差はほとんどない。

 底部は丸底ふうの平底である。外面の調整は3点とも異なっている。20はヘラナデ、ヘラ

 ミガキが併用され、最終的に口縁に丁寧なミガキが施されている。21は体部がナデ、口縁

 がヨコナデによって整形された後、部分的にヘラミガキが施される。底部は全面がヘラケ

 ズリ調整となる。22は体部外面にヘラケズリ、口縁部にヨコナデが施されている。

 高坏は4個体出土したが復元できたものは2個体である。口径13.8～14.4cm、器高6.2

 ～6.3cmで、坏部の器形、調整技法は杯IIa類に類以する。脚部は直線的に開き、23には内

 面にヘラミガキが施され、24には刷毛目調整が施されている。坏部と脚部の境界外面には

 縦方向のヘラケズリが施されている。

 一84一





 (須恵器)17個体が復元され、蓋、坏、高台付坏、甕の器種がある。

 蓋は3個体出土している。回転糸切ヒ)によって切ヒ)離され、中央の窪むつまみが付けら

 れている。口縁部のかえりもそれほど強くはない。口径は14.9～16.2cm(第43図25～27)。

 坏は6個体の出土があり、切『)離し技法と再調整の有無によって次のように分類できる。

 a類:回転糸切りのもの。再調整はなく、体部内外面にロクロの凹凸がある。口径14.6

 cm、器高3.9cmで器形はb・c類とほぼ同じである(第43図28)。

 b類:回転ヘラ切り後、体部下端に手持ちヘラケズリが施されたもの。口径14.5cm、器

 高3.9cmである(第43図29)。なお、この底部外面には×印のヘラ描きがある。

 c類:回転ヘラ切りのもの。ケズリ等の再調整はないが、体部外面はナデによって平滑

 に仕上げられている。口径14.5～15.Ocm、器高3.5～4.Ocm(第43図30～33)。33の

 底部には×印のヘラ描きがある。

 高台付坏は7個体出土した。身が浅く急角度で立上るもの(第43図34～37、第44図39)

 と身が深く、底部中央部からゆるやかな立上りとなるもの(第43図38、第44図40)の二者

 があり、前者は口径14.O～14.9cm、器高4.0～4.6cm、後者は口径14.4～14.8cm、器高4.6

 ～4.9cmである。

 甕は1個体が復元できたが、これとは別個体の破片も出土している。焼歪みが著しいが

 平均的な口径は23.4cm、最大径41cm、器高41.3cmを測る。最大径は体部上半にあり、底部

 は丸底となる。平行タタキ、無文アテによる叩き締めの後、内外面ともナデ整形が行なわ

 れている。体部中央から下半にかけて自然粕がかかっている(第44図41)。

 出土遺物の性格と年代今回の調査で出土した土器は埋葬後に祭祀用に使われて、そのま

 ま遺棄されたものと考えられる。集落遺跡で普遍的に出土する煮沸形態の土器を欠いてい

 るが供膳形態の土器はほぼ出揃っているとみてよいだろう。これらの各器種は製作技法や

 器形の相違から2～3類に細分することができたが、一時期のものであるとの証拠も二～

 三時期に分けられるという証拠も現地調査の段階では得られなかった。土師器坏のb1、b2

 類はそれぞれ国分寺下層式第Ⅲ類と第II類に相当すると考えられる(氏家1967)が、南陽

 市沢田遺跡第1～3号住居跡(名和1985)、山形市山形西高敷地内遺跡141・142号住居跡

 (佐藤他1979)など近年の本県の集落遺跡の調査により、これらは共伴するものであるこ

 とが明らかになりつつある。多賀城跡でもSI1432住居跡で共伴しており(進藤1984)、

 最近ではこれらの年代が8世紀前半から中頃であるといわれている。本古墳の造営された

 時期もこの年代に近接すると考えられる。安久津古墳群の中で発掘調査が行なわれた北目

 1号墳(佐々木・佐藤1985)では土師器坏のb1類がなく、須恵器蓋、坏、高台付坏とも器

 形・調整技法に差が認められる。北目1号墳の方が本古墳よりやや遡るもめと考えられる。
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 5試掘調査実施遺跡

 (1)県営ほ場整備事業関係遺跡
みなみこうや

 a南興野遺跡(遺跡番号2025)
にいあおど

所在地山形県酒田市新青渡字南大坪他

調査員野尻侃名和達朗

 調査期日B調査昭和61年10月13・14日

 遺跡の概要遺跡は、酒田市街地より東へ約4㎞、酒田市新青渡部落の南部に位置する。

 新井田川右岸の自然堤防上に立地し、標高4.3m前後を測る。地目は水田・畑地・宅地で、

 新青渡部落へ向う市道の西側と東側に遺跡が広がる。今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62

 年度に施工予定の県営ほ場整備事業(北平田第一地区)との調整に資するため実施したも

 のである。また市道西側については、昭和61年度の同事業により、緊急発掘調査を実施し

 ている。昭和61年度の調査では平安時代10世紀後半から11世紀代の掘立柱建物跡・井戸跡

 板材列・土拡などの遺構・内黒土師器・須恵器・赤焼土器・斎串等の遺物が出土した。

 今回の調査は、昭和62年度事業予定区内に1mXlmの坪掘})を63ヵ所実施し、赤焼土

 器・須恵器片などの遺物や、柱穴と考えられる遺構などが検出され、昭和61年度の調査で

 確認された遺跡が、更に東側へ大きく広がるものと考えられる。





くまのだ

 b熊野田遺跡(遺跡番号2028)

 所在地山形県酒田市大字熊野田字高砂71他

調査員野尻侃名和達朗

 調査期日B調査昭和61年10月14・15日

 遺跡の概要遺跡は、酒田市街地から東へ約5km、酒田市熊野田部落東側水田に立地する。

 新井田川左岸の自然堤防上に立地し、標高5m前後を測る。地目は水田・畑地・宅地で、

 熊野田部落近辺まで遺物の散布が認められ、遺跡は更に西側へ広がるものと思われる。

 今回の調査は、本遺跡の東半部を含む一帯に、昭和62年度県営ほ場整備事業(平田地区)が

 実施されることになった。このことにより同61年度に所管課である県農林水産部農地建設課

 より同事業範囲内の埋蔵文化財分布調査依頼が出され、それを受けて、同年10月に試掘調

 査を伴う詳細分布調査を実施することになったものである。試掘調査は明確な遺跡範囲を

 得るため、事業区域内に1m四方のテストピット(T・P試掘穴)を42ヵ所行なった。遺

 跡の広がりは、東西300m、南北400mの約120,000㎡の範囲と考えられるが、遺跡の西半

 部は同事業区域からはずれ、次年度以降の事業区域となる。試掘したTPからは、地表下

 25～35cmに遺物包含層が存在し、須恵器・赤焼土器片が出土し、地山層である青灰色粘土

 層上面にはピット等の遺構が検出された。遺跡の性格は、平安時代の集落跡と考えられる。





てぐらだ

 C手蔵田6・7遺跡(遺跡番号2034・2035)

 所在地山形県酒田市大字手蔵田字杉ノ先72・76他

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月8日

 遺跡の概要遺跡は、平田町石橋部落の北約600m、手蔵田10・11に南接して位置し、標

 高6.3～6.5mを計る。手蔵田6遺跡では墨書土器、柱根、同7遺跡では須恵器他の土器類

 の出土が暗渠管理埋設工事等を通して知られ、「遺物包含層が厚く、分布範囲が広い」と

 される。

 今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62年度に予定される県営ほ場整備事業(中平田東地区)

 との調整に資する目的から実施したもので、遺跡域を中心にその周囲102ヶ所にテストピ

 ットを入れた。その結果、東西300m以上、南北約300mの範囲に遺構・遺物の分布が認め

 られ、従来認識されてきた遺跡範囲を大きく上まわる事が判明した。手蔵田6遺跡につい

 ては、施工区との関係からその中心部分についての調査を行なっていないが、同7遺跡の

 範囲拡大によってその距離的隔差はなくなり、東西に一連の遺跡と推測される。

 出土遺物では、径の小さな糸切り底の須恵器圷、同甕、あかやき土器塙、嚢等の破片が

 あり、平安時代中期頃の年代が考えられる。





てぐらだ

 d手蔵田10・ll遺跡(遺跡番号2038・2039)

 所在地山形県酒田市大字手蔵田字村上58・97他

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月7日

 遺跡の概要遺跡は、手蔵田部落の東端水田中に位置し、旧平田川の流路をはさんでその

 両岸一帯に広がっている。特に旧流路の右岸、遺跡北半域では、暗渠排水管の埋設工事に

 際して多くの土器類、柱痕、曲物等の出土が知られ、遺跡の主要な位置を占めるものと推

 測できる。試掘の結果でも地盤、遺物の包含状況ともに良好であった。

 今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62年度に施工が予定される県営ほ場整備事業(中平田

 東地区)との調整に資する目的から実施したもので、施工対象域に104ヶ所のテストピット

 を入れた。その結果、東西300m以上、南北約350mにわたって遺物の散布や包蔵が認めら

 れ、従来知られていた手蔵田10・同11遺跡は大きく見て同一遺跡の範囲内に含まれるもの

 と判断できる。出土遺物は、須恵器、あかやき土器他があ})平安時代の集落跡と見られる。





わせだ

 e早稲田遺跡(遺跡番号2326)

所在地山形県飽海郡平田町大字石橋字早稲田

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月13日

 遺跡の概要遺跡は、平田町石橋部落を南北からとり囲んだ形で存在する。標高7.6～8

 mを計る。部落北側の水田及び畑地に、赤焼土器・須恵器他の散布が知られている。

 今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62年度に予定される県営ほ場整備事業(中平田東地区)

 との調整に資する目的から実施したもので、施工対象区域内に20ケ所のテストピットを入

 れた。その結果、東西約200m、南北300m以上にわたって遺物の散布がみられ、従来知ら

 れていた遺跡範囲が北側に大きく拡大することが確認された。さらに皇太神社付近北側に

 良好な包含地点を確認した。出土遺物には須恵器・赤焼土器他があり、平安時代の集落跡

 と見られる。





さくらばやし

 f桜林遺跡(遺跡番号2327)

 所在地山形県飽海郡平田町大字桜林字大坪・惣田

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月14日

 遺跡の概要遺跡は、桜林部落を南北に囲む形で広がっている。部落北側畑地での遺物散

 布が知られており、水田部分については耕作のため一部破壊の可能性が指摘されている。

 現在まで須恵器、あかやき土器、曲物等の出土が確認されている。地目は水田、畑地、宅

 地となっておヒ)、標高約9mを測る。

 今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62年度に施工が予定されている県営ほ場整備事業(中

 平田東地区)との調整に資する目的から実施したもので、施工対象区域内、特に東側を中

 心に20ヶ所のテストピットを入れた。その結果、地山の状況、遺物の包蔵状態ともに良好

 であった。さらに北側～西側について遺跡詳細分布調査Aを実施し、東西400m、南北200

 mにわたって遺物の散布を確認した。出土遺物には、須恵器、あかやき土器他があり、平

 安時代の集落跡とみられる.





にしだ

 g西田遺跡(新規昭和61年)

所在地山形県飽海郡平田町大字桜林興野字西田

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月9日

 遺跡の概要本遺跡は、昭和62年度に施工が予定されている県営ほ場整備事業(中平田東

 地区)との調整に資する目的から実施した遺跡詳細分布調査によって新たに存在が確認さ

 れた。桜林興野部落の西側水田中、昭和61年度施工区域に隣接した地点について、遺跡詳

 細分布調査Aを実施したところ、遺物のまとまった散布がみられたため、施工対象区域内

 に30ヶ所のテストピットを入れた。

 その結果、遺跡は東西350m以上、南北180m以上にわたって遺物の散布がみられ、遺跡

 範囲西側部分、標高6.9m前後の付近に良好な遺物包含層を確認した。耕土から地山まで

 の深さは25～40cmで地山は強い粘質を示す。遺物は耕土直下の黒色粘土層(II)よ1)出土

 する。出土遺物には須恵器、あかやき土器があり、これらのことから平安時代の集落跡と

 みられる。





おいし

 h生石4遺跡(遺跡番号2062)

所在地山形県酒田市大字生石字下谷地

調査員阿部明彦黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月15日

 遺跡の概要遺跡は、酒田市大槻新田の東南方約1㎞の水田中に位置し、標高約9.0mを

 測る。本遺跡は、昭和61年6月26日～同年8月29日までの間、県営ほ場整備事業(山元・

 南平田地)にともなって発掘調査が実施され、溝跡、道路跡、井戸跡等の遺構と、須恵器、

 土師器、木製品等の遺物が検出された。そこでは、溝跡と道路に関わって発見された木製

 の樋が注目され、丸木舟の転用材と考えられている。今回の調査は、昭和62年度に予定さ

 れる県営ほ場整備事業(山形地区)との調整に資する目的から実施したもので、遺跡の東

 半部を主な対象として14ヶ所のテストピットを入れた。その結果、昭和61年度調査実施区

 に南接する部分で遺物の包含層が認められ、さらに表面の踏査から遺跡範囲が東方へかな

 りの広が1)を見せる事が判明した。出土遺物は、奈良～平安時代の須恵器坏他がある。





やばせ

 i矢馳A遺跡(遺跡番号1618)

 所在地山形県鶴岡市大字矢馳字下矢馳4他

調査員野尻侃名和達朗

 調査期日B調査昭和61年10月6・7日

 遺跡の概要本遺跡は、鶴岡市街地より南西4㎞、同市大山よ})南方1㎞に位置する。北

 側には羽越本線、南側には国道7号線が西走し、大山川の沖積地上に立地する。標高15m、

 地目は水田・畑地である。この地域に昭和62年度から県営ほ場整備事業(鶴岡西部地区)が

 計画され、所管課である県農林水産部農地建設課よ彰)同事業範囲内の埋蔵文化財分布調査

 依頼が昭和61年度に出され、同年10月に試掘調査を伴う分布調査を実施した。

 調査は事業予定区域内に1m四方のテストピット(TP:試掘穴)を47ヵ所行なった。遺

 跡の広がりは、東西約320m、南北410mの約130,000㎡の範囲と考えられる。試掘したTP

 では、地表下25～35cmの褐色粘質土層が土器片等を含む遺物包含層となる。またその下部

 の青灰色シルト・砂層は地山層となり、柱穴や土墳等の遺構の掘り込み面となる。出土し

 た土器により、本遺跡の性格は、古墳時代後期から平安時代にかけての集落跡と考える。





やばせ

 j矢馳B遺跡(遺跡番号1619)

 所在地山形県鶴岡市大字下清水字向京田22他

調査員野尻侃名和達朗

 調査期日B調査昭和61年10月7・8日

 遺跡の概要本遺跡は、鶴岡市街地より南西約4㎞、南方500mには国道7号線が位置し

 ている。大山川の沖積地上に立地し、標高15m、地目は水田である。

 この地域に昭和62年度よセ)県営ほ場整備事業(鶴岡西部地区)が計画され、昭和61年度に

 所管課である県農林水産部農地建設課より、同事業範囲内の埋蔵文化財分布調査依頼が県教

 育委員会に出された。これを受けて、同年10月に試掘調査を伴う遺跡詳細分布調査を実施

 したものである。調査は、対象事業区域内に1m四方のテストピット(TP試掘穴)を任

 意に設置し、正確な遺跡の範囲や、土層の堆積状況、包含層・遺構の有無を得るため6ヵ

 所に実施した。各TPでは、地表下30～50cmの灰黒色粘質土層中に土器片を含み、遺物包

 含層となった。またその下面の青灰色粘土層は地山とな})、遺構の掘り込み面となる。本

 遺跡より北方300mには矢馳A遺跡が存在し、本遺跡が矢馳A遺跡の広がりとも考え、T

 PをA遺跡に向けて設置したところ、青灰色粘土層が下がる傾向を示したため同一とは認

 められなかった。しかし、本遺跡が矢馳A遺跡に近いことから同一集落と考えられる。





しみずしんでん

 h清水新田遺跡(遺跡番号1653)

 所在地山形県鶴岡市大字清水新田字下谷地4他

調査員野尻侃名和達朗

 調査期日B調査昭和61年10月8・9日

 遺跡の概要本遺跡は、鶴岡市街地より南西方約5㎞、西側の清水新田部落に接して存在

 する。地目は水田・畑地で標高5mを測る。

 この地域に昭和62年度より県営ほ場整備事業(鶴岡西部地区)が計画され、昭和61年度に

 所管課である県農林水産部農地建設課より、同事業範囲内の埋蔵文化財分布調査依頼が県

 教育委員会に出された。これを受けて、同年10月に試掘調査を伴う遺跡詳細分布調査を実施

 したものである。調査は対象事業区域内に1m四方のテストピット(TP試掘穴)を任意

 に設置し、正確な遺跡の範囲や、土層の堆積状況、包含層、遺構の有無を得るため、24ヵ

 所にTPを実施した。その結果、地表下15～25cmの暗褐色粘質土層中に土器片を含み、遺

 物包含層となった。またその下面の青庚色シルト層は地山層とな})、遺構の掘り込み面と

 なる。本遺跡の北側、東側、南側に向っては地山層とした青庚色シルト層が緩やかに傾斜

 し泥炭層となり、遺跡は広がらなかった。この部分に水田跡の存在がうかがえる。

 本遺跡の性格は、出土遺物から古墳時代中期から平安時代の集落跡と考えられる。





 1げんだい遺跡(遺跡番号951)

所在地最上町大字法田字道合

調査員安部実黒坂雅人

 調査期日B調査昭和61年10月27～29日

 遺跡の概要遺跡は陸羽東線大堀駅を北東へ約1.5km行った、法田地区の東側水田中にあ

 る。東側を流れる白川の右岸河岸段丘上にあたる。標高は216～219mを測る。現状は、北

 側および西側が高くなっている階段状の水田である。戦後行なわれた私営のほ場整備事業

 の際、縄文文化の遺物が多数出土したという。現在遺物は、近所の佐藤伝兵衛氏宅に保管

 されている。

 今回の遺跡詳細分布調査は、昭和62年度に予定されている県営ほ場整備事業(最上町西

 部地区)との調整に資するために実施したものである。

 調査は事業予定区域内に、1×2m矩形の試掘を32箇所設定して行った。その結果遺跡

 西側で遺物は出土するが包含層は確認されなかった。東側の一段高くなっている地区で、

 遺物包含層が確認された。遺物は縄文土器(中期・晩期)・石器(磨製石斧)・フレイク

 などがある。





 (2)広域営農団地農道整備事業一北村山地区一関係遺跡
しだ

 a志田B遺跡(新規昭和53年)

所在地山形県尾花沢市大字丹生字安久戸

調査員渋谷孝雄長橋至

 調査期日A調査昭和61年10月13日B調査昭和61年11月28日

 遺跡の概要本遺跡は尾花沢市役所の東北東約3.8kmに位置し、本年度にC調査を実施し

 た安久戸D遺跡の南東側に隣接し、かつて堀の内遺跡調査団によって古代村山郡衙跡と推

 定された、土塁、堀跡を伴う方180mの尾花沢市指定文化財西原遺跡の北東に隣接する。

 南向きの山麓緩斜面に立地し、標高は119mを測る。地目は現在の農道の北部が原野、

 南部が畑地となっており、一部は山林となっている。畑地部分は重機による開墾が行なわ

 れ、耕作土中に肘折起源の浮石ブロックが混入しており、若干の遺物が散布している。

 今回の調査は遺跡の中央部を東西に走る幅員8mの道路用地内に20～40mおきに1×1

 mの試掘溝を設定して遺物・遺構の分布状況を把握するために実施した。基本的な層序は

 クロボク土、肘折浮石層、黄褐色砂混り粘土の順となっており、畑地部分のTP3～6で

 は撹乱が認められた。遺物はTP6、8のクロボク土ないしは肘折浮石との撹乱土の中か

 ら、縄文晩期とみられる土器片が合わせて3片出土しただけで、遺構は検出されなかった。





 (3)公害防除特別土地改良事業・吉野川流域地区関係遺跡
すももき

 a李の木遺跡(新規昭和61年)

 所在地山形県南陽市大字椚塚字李の木

 調査員名和達朗(吉野一郎南陽市教育委員会)

 調査期日A調査昭和61年11月28日B調査昭和61年12月15日

 遺跡の概要本遺跡は、北側の赤湯保育園、南側の赤湯園芸高校との間に位置する。国鉄

 赤湯駅からは、南東に約1㎞の距離である。遺跡は、吉野川右岸の沖積地に立地し、標高

 は約216mを測る。地目は、水田であるが、宅地化の進んできている地域である。遺跡の

 確認は、南陽市教育委員会の分布調査によるもので、新規である。

 ここに、昭和62年度公害防除特別土地改良事業が計画され、今回試掘調査を行なうこと

 になったものである。

 調査は、事業区域内について21ヶ所の坪掘})を実施した。その結果、TP11・12・16・

 20皿層から遺物が確認された。深さは、水田面下20～48cmである。範囲は、遺物確認地点

 の三ブロックをまとめると2,670㎡と考えられる。遺物は、TP16以外は1・2点の数量

 である。その内容は、フレイク・土師器・須恵器である。





 (4)村山北部農業水利事業関係
はらうち

 a原の内A遺跡(遺跡番号787)

所在地山形県尾花沢市大字鶴子字中原他

調査員渋谷孝雄長橋至

 調査期日B調査昭和61年10月14日

 遺跡の概要本遺跡は尾花沢市役所の南南東約8.5㎞に位置し、標高235mの丹生川左岸

 の段近上に立地する。地目は水田・宅地・畑地などとなっている。

 昭和48年度には簡易水道の建設に伴って県立博物館が、また昭和55年度には県営圃場整

 備事業、昭和57年度には県道改良工事に伴って県教育委員会が緊急発掘調査を実施した。

 これらの調査により、本遺跡は縄文時代中期・晩期を中心として、縄文時代早期から平安

 時代まで断続的に営まれた大集落であったことが明らかとなっている(佐藤他1983他)。

 今回の調査は本遺跡と隣接する昭和57年度の分布調査によって登録された鶴子中原遺跡、

 それに玉野原A・B遺跡の本事業に係わる4遺跡について、原則として事業区内に20mお

 きの試掘溝を設定して実施した。昭和57年度の分布調査ではTP2と3の中間付近を境と

 して原の内A遺跡と鶴子中原遺跡に分けて登録したが、今回の調査によってTP3以北の

 各試掘溝からも、縄文時代中期の土器が出土し、内容的に原の内A遺跡と同一と考えられ

 ることからTP14までを本遺跡に含めた。出土遺物は縄文時代中期を中心として、同早期、

 晩期があり、出土量も極めて多い。





 (5)国道13号線南陽バイパス関係遺跡
つきき

 a月ノ木B遺跡(新規昭和57年)

 所在地山形県南陽市字月ノ木前

調査員佐藤庄一

 調査期日B調査昭和61年10月14・15日

 遺跡の概要本遺跡は、国道13号線添い通称「鳥上坂」の下方に位置し、標高217mを測る。

 立地的には秋葉山の東南山麓にあたり、すぐ下に大谷地の名残りである白龍湖が控える。

 地目は、果樹園・畑地及び宅地となっている。

 事業対象地区内に設定した17地点の坪掘り区のうち、9地点で遺物が出土した。とくに

 坪掘り区の北東部に遺物包含層がよく残っており、遺跡の範囲も昭和57年のA調査段階か

 ら北東に大きくずれる。

 出土した遺物は、縄文土器の他に石鎌・掻器などの石器があり、弥生土器と思われるも

 のも1点存在する。時期的には縄文時代早期から中期に属する。縄文時代早期の土器は、

 内外面に貝殻腹縁文を施したもので、押出遺跡以前のこの地の歴史を探る上で貴重である。

 なお遺跡の南端が大谷地に接しており、部分的に低湿地の遺跡にかかる可能性もある。





 (b)県道改良工事関係
かんのんどう

 a観音堂遺跡(新規昭和60年)

所在地山形県南陽市大字蒲生田他

調査員長橋至渋谷孝雄

 調調期日昭和61年10月8日

 遺跡の概要遺跡は、蒲生田地区東側の吉野

 川右岸に形成された自然提防上に立地する。

 標高は約228mを測り、地目は、宅地・水田

 畑である(山形県埋蔵文化財調査報告書第96

 集分布調査13山形県教育委員会)。

 事業は、県道大曲・二色根線道路改良工事

 で、現道の西側を約8m拡幅(×300m)する

 ものである。

 調査は、現在使用されている私道・公道部

 分及び、道路改良に併行して実施される水道

 管埋設工事(南陽市で分布調査実施)のため

 の盛土部分を除く区域で行なった。全体に16

 箇所の1m四方の試掘区を設け遺跡の状況の

 把握に努めた。

 その結果、事業対象区域とほぼ全域で、市

 の水道管埋設工事以外に、道路改良事業に伴

 う先行する盛土が既に行われ、いずれも、旧

 地表面まで10～70cmの厚さの砂礫が認められ

 た。
 また、地山まで調査した試掘区では、沖積、

 地特有の不安定な層序が観察され、遺物包含

 層は確認されなかった。遺物は対象地区北側

 (TP14・15)で平安時代の須恵器、赤焼土

 器片が数点出土したが、双方とも盛土中から

 の出土で、この地区に密切に関係するものと

 は考えられない。遺跡内で遺構・遺物の希薄

 な地点と考えられる。





しんたて

 b新館遺跡(遺跡番号355)

所一在地山形県山辺町大字熊沢字新館

調唖査員名和達朗黒坂雅人

 調査期日A調査昭和61年10月21日B調査昭和61年10月22日、12月10・11日

 遺跡の概要本遺跡は、山辺町北部に位置し、西部山麓を通る県道の東側緩斜面に立地す

 る。標高は、約95mを測り、村山盆地を遠望する景観にある。範囲は、東西約80m・南北

 約150m、面積約12,000㎡が推定される。

 ここに、昭和62年度県道平塩・山辺線道路改良工事が計画されたため、今回分布調査を

 行なうことになったものである。

 調査は、最初A調査による現地確認を行ない、次いでB調査の試掘に移行した。全部で

 15ヶ所の坪掘りやトレンチを入れた結果、TP3・5～7・12・14・15からピットや土坑

 等の遺構が検出された。TP6からは遺物が確認され、時期不詳であるが弥生土器壺(?)

 の一部と推定される。他に採集品で、須恵器小片がある。

 以上の内容から本遺跡は、住居跡等は確認できなかったが弥生時代・平安時代の集落跡

 と推定される。





 (7)東北横断自動車道酒田線関係遺跡
せきざわ

 a関沢B遺跡(新規昭和55年)

 所在地山形県山形市大字関沢字大谷沢386-23他

調査員長橋至伊藤邦弘

 調査期日昭和61年10月21日

 遺跡の概要遺跡は、山形市東端部、奥羽山脈の西部、標高550m前後を測る山腹に立地

 している。山形市から宮城県へ通じる、通称「笹谷街道」沿いに位置し、遺跡の中央部分

 は、この街道(国道285号線)の道路改良時(昭和55年)に幅30m程の範囲で掘削されて

 いる。本遺跡は、この道路改良時に、東北横断自動車道酒田線関連分布調査の中で新規に

 発見されたものである。地目は現在、雑木・荒地となっている。

 発見時には既に国道286号線改良工事が進められていたため、遺跡として旧地形を留め

 ているのは、遺跡範囲の東・西側の一部と考えられ、今回の分布調査も、この区域を中心

 に実施した。調査は、主に路線センターに合わせ、全体で17箇所の試掘区を設け、それぞ

 れ、地山面まで掘り下げ、遺物の出土状況、遺構の分布、遺跡の状況等について探った。

 その結果、計画路線のセンターに沿い、旧地形の残る東・西側で比較的良好な遺物包含

 層が確認され、両地区で、縄文時代の土器片、平安時代の土器片が出土した。





むかいやま

 b向山遺跡(新規昭和55年)

所在地山形県山形市大字下宝沢

調査員長橋至伊藤邦弘

 調査期日昭和61年10月23日

 遺跡の概要遺跡は、山形市の東部、奥羽山脈の西端、

 山腹の小河岸段丘上に立地し、標高は約338～350mを測

 る。遺跡南側は段丘を形成した沢が西流し、北側の山と

 の間の平担地に遺物の散布がみられる。地目は大半が畑

 地、一部果樹となっている。

 事業は、高速道本線に伴う工事用道路建設で、現農道

 を中心に幅員7mに拡張するものである。一部農道外の

 畑地も対象区域となる。

 調査は、この拡幅区域及び畑地部分の事業対象区域の

 うち、調査時に作付けの行われていない地点について実

 施した。1m四方の試掘区を全体で11箇所設定し、遺跡

 の状況を探った。

 その結果、遺跡西側部分の畑地(TP7)で縄文時代

 後・晩期の土器、土拡と考えられる落込みを、さらに遺

 跡東側部分(TP1)で縄文時代の土器片が出土した。

 したがって、TP8以東、TP2付近まで遺構・遺物の

 存在が予想される。なお、遺跡北側の範囲は山際の傾斜

 変換線までと考えられる。





 IIIまとめ

 昭和61年度遺跡詳細分布調査は、昭和62年度以降実施予定の農林・土木事業他の開発事

 業に係る遺跡についてと、土木工事等による埋蔵文化財発掘通知に基づく立会い調査、及

 び埋蔵文化財包蔵地基礎調査を実施したものである。

 調査は、各種事業区域及びその周辺地域について行ない、遺跡数は81ヶ所である。その

 うち20遺跡が、今年度新規確認である。また、周知の遺跡の中で『山形県遺跡地図』記載

 位置の訂正を必要とするものについては、第II章遺跡地名表の備考欄に表記した。

 各遺跡の中で、昭和62年度の農林・土木事業に係る遺跡は次のとおりである。

 (1)農林事業関係

 大楯遺跡・南興野遺跡・早塚遺跡・熊野田遺跡・手蔵田6・7遺跡・手蔵田10・

 11遺跡・早稲田遺跡・桜林遺跡・西田遺跡・南口A遺跡・生石4遺跡・矢馳A遺

 跡・矢馳B遺跡・清水新田遺跡・げんだい遺跡・新田遺跡・志田B遺跡・季の木

 遺跡・原の内A遺跡・鶴子中原遺跡・玉野原A遺跡・玉野原B遺跡

 (2)土木事業関係

 月ノ木A遺跡・月ノ木B遺跡・観音堂遺跡・塚田遺跡・山辺北条里遺跡・新館遺
 跡・関沢B遺跡・尺ノ上遺跡・向山遺跡

 これらの各遺跡については、今後関係機関と協議を必要とするものである。

 土木工事等による埋蔵文化財発掘通知に基づく立会い調査は、今年度は8遺跡について

 実施した。

 埋蔵文化財包蔵地基礎調査は、今年度は長井地区について実施したが、遺跡の現状や環

 境の変化の把握、及び新規遺跡の確認等、将来の開発事業との調整を図る上で、今後も県

 内各地区を対象に調査を必要とするものである。

 最後に、分布調査の実施にあたって御協力をいただいた各関係市町村教育委員会、並び

 に各関係機関に心から感謝を申し上げる。
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